
    

 

 

安高啓明研究室×附属図書館連携企画Ⅴ 

解説シート 

 

島原天草一揆とその受容 
～語り継がれた戦場と大将天草四郎～ 

  

寛永 14 年(1637)、島原半島と天草で

領主苛政(年貢徴収・キリシタン禁制)に反

対する一揆が発生します。原城(南島原

市)に籠城した一揆勢は、幕府の二度にわ

たる攻撃を受けて、翌年２月 28 日に原城

が落城するまで抵抗しました。本企画展で

は、書状や読本を通して人々に語り継がれ

た島原天草一揆の様子や、大将天草四郎

像を紹介していきます。 
 



 

 

 

 

ごあいさつ 

 

 平成 30（2018）年６月 30 日、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」が世界文化遺産

に登録された。これは、12 の構成資産からなり、寛永 14（1637）年から同 15 年まで繰り広げ

られた島原天草一揆の舞台となった原城跡に始まり、慶応元（1865）年にキリシタンであること

をプチジャン神父に伝えた“信徒告白”の場である大浦天主堂までの間に営まれた潜伏信仰に焦点

をあてたものである。 

 島原天草一揆の鎮圧によって、幕府はさらに厳しい禁教政策を展開する。市中にはキリスト教の

信仰を禁じる制札が掲げられ、キリシタンを見つけたものには褒美を与えるというキリシタン訴人

褒賞制を行なった。また、領民を寺院に所属させる寺請制度を行なうとともに、九州の一部の地域

では踏絵が実施された。こうした政策に応じていたため、表向きキリシタンがいない世の中がつく

られていったものの、ひそかに信仰を保持している者たちがいた。彼らのことを“潜伏キリシタン”

といい、生活していた集落が「顕著な普遍的価値」を有すると評価されて世界文化遺産に登録され

た。 

 世界文化遺産登録を機に、潜伏キリシタンの存在に注目が集まっている。なぜ、潜伏信仰に至っ

たのか。彼らはどのような生活を送り、そこに信仰形態があったのかという関心が高まっている。

構成資産のなかでも「天草の﨑津集落」は、文化２（1805）年に発生した天草崩れによって、そ

の信仰の態様が明らかとなった地域である。洗礼名を持っていたり、身近なものをキリスト教の神

にみたてた信仰を行なっていたことが露見している。また、潜伏キリシタンは仏教徒と共生してお

り、地域社会に受け入れられていた実態があった。 

 このように、構成資産のなかでも天草は、歴史学的、民俗学的に研究成果が挙げられている地域

である。熊本県で唯一の構成資産である﨑津集落を含めて、日本キリスト教史や熊本藩のキリシタ

ン政策等を紹介していき、「長崎と天草地方の潜伏キリシタン関連遺産」に関する理解の一助にし

てもらえれば幸甚である。 
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一揆の戦闘状況について記した史料を紹介していきます。特に、最初に

展示している『谷忠兵衛書状』は、一揆後まもなく作成されたもので、

当時の様子を直に伝える貴重な史料です。これらを通して、一揆の起こ

った戦場の様子に迫ります。  

Ⅰ 島原天草一揆の戦場 

一揆攻めに参加した谷忠兵衛が、熊本

藩の家老である長岡監物に宛てた書状

です。家臣の怪我や死人の状況を報告

して、参陣した忠義を示すとともに、

それに対する褒美を目的として差し出

されました。一揆の終結する寛永１５

年当時に作成された貴重な史料です。 
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『谷忠兵衛書状』 

 
差出：谷忠兵衛 年代：寛永 15年 4月 15日(1638) 所蔵：安高啓明研究室 
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『嶋原記』は江戸時代に版木で刷っ

た読本として、広く流布したもので

す。籠城する一揆勢と、鉄炮などで

武装した幕府軍の姿が描かれていま

す。この作品ように、江戸時代には

島原天草一揆が、臨場感のある挿絵

と共に勧善懲悪の物語として親しま

れていました。 

『嶋原記』 

作成：不明 年代：江戸時代                                                                      

所蔵：安高啓明研究室 

一揆のあらましを記したこの作

品では、討ち取られた天草四郎

の装着品が描かれています。戦

場における大将の目印として、

「花クルスのさしもの」をもち

いていたようです。 

「クルス」というのは十字架の

ことを指し、先端部分が花びら

のように飾られていることから

「花クルス」とよばれました。 

「花クルス」 

作成：不明 年代：江戸時代                                                                             

所蔵：安高啓明研究室 

『耶蘇征伐記』 



Ⅱ 後世に伝えられた島原天草一揆 

 

  

 
島原・天草一揆は、後年に刊行された書物によって多くの人々に知られて

いきました。ここでは、軍記物語の『天草軍談』を通して、後世の人々が

一揆に抱いた認識と、大将天草四郎の描かれ方について見ていきます。                                                                   

『天草軍談』      

学問を好む父小左衛門のも

と、恵まれた環境の中で育

った四郎ですが、書物より

も剣術を好んだと記され、

一揆の大将としてふさわし

い力強さが強調して描かれ

ているようです。 
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著者：不明 年代：寛政 12年(1800年)                                                                        

所蔵：安高啓明研究室 
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一揆の旗揚げに際して、首領に担がれる四郎の姿が記されていま

す。大将にふさわしい肩書きとして、本来は朝廷の官位である

「従四位下肥前守」が一揆勢の独断で授けられ、そのめでたさに

村々から酒や肴が集められるほどであったと語っています。 

(

と) 



 

  

島原城に立て籠もった一揆勢と、その首領として担がれた四郎の

末路です。細川・鍋島軍に討ち取られた首は合わせて 32 級にも

及びました。後日の認定で大将四郎の首が判明し、細川軍の家来

である「佐左衛門」（陣佐左衛門）が討ち取ったものであったと

記されています。 
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研究代表：安高 啓明（熊本大学大学院准教授） 

 作成：長屋 佳歩（熊本大学大学院） 

 川端 駆  （熊本大学） 
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